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5章　プロジェクトの計画

5 - 1　プロジェクトのデザイン 

5 - 1 - 1　PCMによるプロジェクトのデザイン



5 - 1 - 2　PCM手法の留意点やその限界
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5 - 1 - 3　プロジェクト計画をPDMにまとめる

5 - 1 - 4　ワークショップ参加者の選定



5 - 1 - 5　専門的視点からの計画内容の確認

5 - 2　外部条件などリスクの洗い出し 
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5 - 2 - 1　レベルごとのリスクの洗い出し



5 - 2 - 2　リスクに関する情報収集のツール
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5 - 2 - 3　リスクの例

5 - 2 - 4　リスクを洗い出す際の注意点



事例 22：外部条件の内部化

◆ヨルダン国　家族計画・WIDプロジェクト 1997-2003
本案件では、活動を長期的に展開していくなかで、当初、外部条件ととらえられたものが、
活動の一部に取り込まれていきました。たとえば、ベースライン調査における男女の意識調査
の結果から、当初、外部条件とされていた「男性に対する啓蒙活動」がプロジェクト活動に取
り込まれました。前提条件や外部条件は、プロジェクトにマイナスの影響を与えうるという意
味で、常にモニタリングし、内部化を検討する必要があります。

5 - 3　実施体制の構築 

5 - 3 - 1　C/P 機関の選定
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　事例 23：案件開始後の予算確保の困難

◆ヨルダン国　家族計画・WIDプロジェクト 1997-2003
本案件では、活動の継続に必要なヨルダン国側予算の確保が困難でした。プロジェクトサイ
トが遠隔地であったため、スタッフの旅費などローカルコストがかかるほか、住民のワーク
ショップへの参加など、ヨルダン側の経費負担は決して小さくありませんでした。しかし、ヨ
ルダン側には、これらの経費は自分たちが負担するもの、という認識が薄かったため、案件開始
後に、専門家レベルで説明し理解を求めても、相手の理解とコミットメントを引き出すのは困
難でした。R/D上の文言だけでは本当に実行されるのか心もとないことも多いため、計画段階
においてJICA側が十分相手国と協議をし、事実確認をしておく必要があるでしょう。

5 - 3 - 2　その他の実施機関の選定

　事例 24：現地NGOの巻き込みによる地域社会へのアプローチ

◆ヨルダン国　家族計画・WIDプロジェクト 1997-2003
本案件では、本格活動期を経て、それまで活動に関わってきた現地NGOに対して、（旧）

開発福祉支援を実施しました。これは、NGO自身の能力向上につながるとともに、地域社会
に開発効果の定着を図る手段としても有効でした。

5 - 3 - 3　専門家の人選



Box 5 - 1　専門家に求められる「6つの資質と能力」

1.　分野・課題専門力
　•　特定分野・課題等の専門知識・経験
　•　適正技術・知識選択（開発）経験・スキル
2.　総合マネジメント力
　•　問題解決の方向性を提示し、解決していく力
　•　案件・業務を運営管理する力
　•　人材育成や組織強化を実現する力
3.　問題発見・調査分析力
　•　問題の発見力
　•　情報収集・分析力
　•　案件発掘・形成能力
4.　コミュニケーション力
　•　語学力
　•　プレゼンテーション能力
　•　交渉力
　•　社会性・協調性・共感力
5.　援助関連知識・経験
　•　援助手法（参加型開発）、評価方法、世界の援助潮流等に関する知識
　•　開発援助の現場、援助機関等における援助実務経験
6.　地域関連知識・経験
　•　特定国・地域の法制度、社会風習、援助受け入れ体制等の知識
　•　特定国・地域における実務経験
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